
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの行動にはすべて意味があります。離席・パニック・暴力などなどは、発達障害

だけだからではないのです。その前後の場面に答えのヒントがあるのです。 

そして、自分の気持ちを言葉でなかなか表すことができなければ、さらに子どもたち

は苦しく感じているのではないでしょうか。発達障害の子どもたちが生き生きとして学

べる教育環境は、全ての子どもたちにとっても充実した学びの場となります。この教育

環境作りの基本を発達障害の子どもたちと長年向き合ってきた経験からお話します。 

星槎大学特任准教授 

元星槎名古屋中学校校長 

～教職員全員で見える化する～ 

発達障害のある子どもの心を分析・解析 

講師：安部 雅昭 

 

 

 

 

愛着障害にはどんな支援が必要か、その支援の実際を「愛情の器」モデルに基づく愛着

修復プログラムの実際、具体的事例を紹介しながら、愛着障害への支援について説明し

ます。 

また、発達障害と愛着障害を合わせ持つ場合の支援のあり方を紹介します。 

よくあるご相談も紹介しながら、施設や学校園等でのチームとしての支援、愛着の問題か

らくる様々な現象、行動への支援のあり方、保護者支援にも触れたいと思います。 

発達やこころの支援に愛着の視点がいかに大切かをお話できたらと思っています。 

【会 場】Zoom 配信します。入金確認後に ID とパスワードを送ります 

【日 時】各日１４：００～１７：００ 

【参加費】各回 ４，４００円 事前振込 

【定 員】各回１００名 見逃し配信あり 

■お申込み・問合せ■ http://www.taguchiken.com←こちらよりメールフォームをご利用ください 

TEL:045-565-5763 FAX:045-565-5764 

申込み・振り込みは 2 営業日前まで zoom の説明 HP 上にあり 

主催 田口教育研究所 

オンライン講座のお知らせ 

回覧・掲示をお願いします 

  24 
（土） 

  ３１ 
（土） 

和歌山大学教育学部教授 

臨床発達心理士スーパーバイザー 

～「愛情の器」モデルに基づく愛着修復プログラム～ 

愛着障害への支援の実際とコツ 

講師：米澤 好史 


